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保持林業
本を伐 りながら生 き物を守る

柿澤宏昭+山浦悠―+栗山浩― [編 ]

定価 :本体 2700円 +税

成熟期をむかえる日本の人工林管理の新指標t,保持林業では、1を採跡地の生物多様性
の回イti・ 保全のために、1可 を代採するかではなく、何を残すかに注目する.,生 産林で

ありながら、美しく、生き物のにぎわいのある森林管理の方向性を示す。

バイオマス本当の話
持続可能な社会に向けて

泊みゆき[著 ]

四六半11 1800円  2012年
ISBN 978-4‐ 8067-1435-4

世界でも日本でも、最も多 く使われている再生可能エネ

ルギー、バイォマス(生物由来の有機資源)。 日本は今後、
バイオマスをどう利用すべきか。長年、独立 した立場で

本テーマの調査研究、政策提言をしてきた著者が示す、バ

イオマスの適切な利用と持続軒能な社会への道筋ハ
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医薬・幻覚・毒キノコ

マ ネ ー [著 ]小 川 真 :訳 ]

医 薬 品 、放 射 能 、 幻 党 、 毒 と 解 毒 、

地 下 に広 が る菌 糸 体
―菌 類 研 究 の 第 一 人 者 が 、

菌 類 の 生 殖 器 と して の キ ノ コの

10億年の進化史を解き明かす。

C,新千1」 2400円 (税別 ,

築地書館 〒104-0045中 央区築地 7‐ 4■201
TEL03-3542-3731 FAX03--3541-5799

畑はミミズと豚が耕す
マルクス・ 1́ヾクナー [著]ン ドラ房 子 [訳 ]

ヨー ロ ツパ 家 族 農 業 の 最 先 端 を 、脱
サ ラ起 業 した農 家 が美 しい写 真 と と
も に リポ ー ト。

キー ワー ドは小規模 多品種 、付加価
値 、直販。地域 に根差 し、世界 と繋 が

農
業

い農 の 世 界 。
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自立した学び手を育てる

げ一ター・グレイ[著]吉田新―郎[訳]

学 び は 、決 して 苦 役 で は な い 。子 ど も

に と って 、自 由 な遊 び こそ が 、学 び 手

と して 成 長 す る大 き な翼 に な る こと

を、高 名 な ,こJ里学者 が 人 類 史 に遡 って

解 き明 か した 。発 売 た ち ま ち大 反 響 !
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過酷事故

寸前だつた

東海第 2原発

奇跡的な偶然で、 2日

前に防潮壁のかさ上げ

工事が完成したばかり

だった。自動停止後、外部電源が喪失し

隙間から入つた海水で非常用発電機 1台

が水損。パワー不足で冷却ができず、

も自動で動かなくなつた。綱渡りの手動作業を

繰り返して 3日半後、ようやく冷温停止できた。

このことは 23日 まで村長にも知らされなかつた。

津波が「あと40o¬ 高かったら」「2日前だったら」

東海第 2原発も過酷事故になり、首都圏は終わる運命だつたのだ。

東海第二♂1凝発の
"年
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